
１

③
行
動
改
革

「
お
役
所
仕
事
」
を

変
え
て
い
こ
う
！

　
こ
れ
ま
で
、
「
お
役
所
仕
事
」
と

鄭
楡
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
役
所

の
都
合
や
理
屈
を
優
先
し
市
民
の

側
を
向
い
て
い
な
い
、
権
限
毎
に

分
か
れ
た
縦
割
り
組
織
に
よ
り
意

思
決
定
に
時
間
が
か
か
る
、
先
例

主
義
・
横
並
び
意
識
が
強
く
、
時

代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
敏
感

に
反
応
し
、
自
社
の
資
源
を
活
か

す
仕
組
み
と
社
員
が
自
由
間
達
に

活
動
す
る
組
織
風
土
を
持
つ
企
業

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
質
の
高
い

経
営
を
行
う
組
織
と
な
る
道
筋
を

明
ら
か
に
す
る
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ

が
、
経
営
品
質
で
あ
る
。

　
横
浜
市
役
所
は
、
行
動
改
革
を

す
す
め
、
経
営
品
質
の
考
え
方
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
お
役

所
仕
事
」
を
変
え
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
経
営
品
質

へ
の
取
組
と
行
動
改
革
の
取
組
に

つ
い
て
述
べ
る
。

経
営
品
質
の
向
上
と
職
員
の
自
発
性
を
活
か
す
取
組

２
　
経
営
品
質

①
経
営
品
質
と
は

　
「
経
営
品
質
」
と
は
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

Q
u
a
l
i
t
y
の
訳
語
と
し
て
、
新
た

に
作
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

　
横
浜
市
役
所
は
、
「
新
時
代
行
政

プ
ラ
ン
Ⅰ
」
の
中
で
、
持
続
的
な

改
革
を
推
進
す
る
取
組
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
「
都
市
経
営
の
水
準
を

客
観
的
に
示
す
評
価
基
準
を
定

め
、
市
役
所
自
身
の
自
己
評
価
を

公
表
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
日
本

経
営
品
質
賞
な
ど
の
外
部
評
価
を

受
け
ま
す
。
」
と
し
た
。

　
日
本
経
営
品
質
賞
は
、
1
9
8
8

年
に
米
国
で
制
定
さ
れ
た
マ
ル
コ

ム
・
ボ
ル
ド
リ
ッ
ジ
賞
に
準
じ
、

日
本
産
業
界
の
革
新
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
1
9
9
5
年
に

設
立
さ
れ
た
表
彰
制
度
で
あ
る
。

我
が
国
で
は
、
財
社
会
経
済
生
産

性
本
部
内
に
経
営
品
質
協
議
会
が

設
け
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
民
間
企
業
や

団
体
で
導
入
さ
れ
、
自
治
体
で
は
、

三
重
県
、
高
知
県
、
三
鷹
市
、
岩

手
県
滝
沢
村
等
が
行
政
運
営
に
活

用
し
て
い
る
。

　
経
営
品
質
の
基
本
理
念
は
、
次
の

図１　経営品質の基本理念４
つ
。
こ
れ
ら
の
基
本
理
念
を
基

に
、
組
織
の
改
革
を
進
め
て
い
く
。

(
1
)
「
顧
客
本
位
」
：
組
織
は
、
顧
客

　
価
値
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

(
2
)
「
独
自
能
力
」
：
組
織
の
独
白
の

　
見
方
や
能
力
を
創
り
出
す
。

(
3
)
「
社
員
重
視
」
：
経
営
者
と
社
員

　
の
信
頼
関
係
を
築
く
。
挑
戦
し

　
学
び
続
け
る
職
員
を
育
て
る
。

(
4
)
「
社
会
と
の
調
和
」
：
社
会
が
組

　
織
に
求
め
る
倫
理
性
、
健
全
性

　
を
重
視
す
る
。

　
そ
の
方
法
と
は
、
企
業
・
組
織

が
自
ら
評
価
（
セ
ル
フ
・
ア
セ
ス

メ
ン
ト
）
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
手
順
は
、
「
対
話
」
（
ダ
イ
ア
ロ

グ
）
↓
「
気
づ
き
」
↓
「
学
習
」

（
組
織
の
あ
る
べ
き
姿
や
望
ま
し

さ
）
↓
「
段
階
的
な
改
善
・
改
革
」

と
さ
れ
、
改
善
・
改
革
に
向
け
組

織
全
体
で
取
り
組
め
る
風
土
の
形

成
や
体
質
の
改
善
を
重
視
す
る
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
自
体
は
目
的
で
は

な
い
。
経
営
品
質
の
向
上
を
め
ざ

し
て
、
「
自
ら
行
う
」
こ
と
が
ポ

経営品質のイメージ図２

イ
ン
ト
で
あ
る
。
経
営
品
質
は
、

自
ら
の
組
織
を
変
え
よ
う
と
す
る

意
識
や
行
動
を
基
礎
に
、
組
織
の

構
造
や
風
土
を
変
え
て
い
く
道
筋

を
示
す
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

②
横
浜
市
役
所
へ
の
適
用

　
横
浜
市
は
、
「
基
本
理
念
」
「
横

浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」
「
各
年
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度
の
都
市
経
営
の
基
本
方
針
」
な

ど
の
組
織
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
を
実
現

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
「
局
区
事

業
本
部
長
の
運
営
方
針
」
「
Ｍ
Ｂ

Ｏ
」
「
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
」
「
改
革

推
進
委
員
会
」
な
ど
が
あ
る
。

　
経
営
品
質
と
は
、
組
織
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
各
々
の
ツ
ー
ル
が
機
能
す
る

基
礎
と
な
る
考
え
方
で
あ
る
。
経

営
品
質
と
ツ
ー
ル
の
関
係
を
パ
ソ

コ
ン
に
例
え
れ
ば
、
ツ
ー
ル
は
各

種
の
ソ
フ
ト
、
経
営
品
質
は
、
こ

れ
を
動
か
す
Ｏ
Ｓ
に
当
た
る
。
経

営
品
質
の
考
え
方
を
基
礎
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ツ
ー
ル
は
、
よ
り

的
確
に
機
能
し
、
効
果
的
な
も
の

と
な
る
。

③
経
営
品
質
の
普
及
に
向
け
た
取
組

　
都
市
経
営
品
質
研
究
会
。
本
多

副
市
長
を
会
長
と
し
、
横
浜
市
に

経
営
品
質
の
考
え
方
を
導
入
す
る

た
め
、
取
組
方
法
を
検
討
・
推
進

す
る
組
織
と
し
て
、
平
成
1
5
年
1
2

月
に
設
置
し
た
。

　
経
営
責
任
職
が
、
改
革
推
進
責

任
者
と
し
て
、
改
革
の
意
味
を
十

分
に
理
解
し
、
局
や
区
の
仕
事
に

即
し
て
改
革
の
意
義
を
し
っ
か
り

と
部
下
に
説
明
で
き
る
よ
う
、
平

成
1
6
年
度
か
ら
、
局
区
長
級
を
対

象
と
し
た
局
区
事
業
本
部
長
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
部
長
級
や
課
長
級
を

対
象
と
し
た
経
営
リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
を
行
っ
て
い
る
。
局
区
事
業

本
部
長
及
び
部
課
長
は
、
経
営
品

質
の
考
え
方
を
学
習
し
、
グ
ル
ー

プ
討
議
を
通
し
て
自
ら
の
組
織
に

適
用
で
き
る
よ
う
研
修
に
努
め
て

い
る
。

　
ま
た
、
都
市
経
営
講
座
は
、
一

般
職
員
を
対
象
と
し
、
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
他
の
優
秀
な
事
例
を
紹

介
し
、
自
ら
の
職
場
の
改
善
に
向

け
た
動
機
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
研
修
を
通
し
て
、

経
営
品
質
の
考
え
方
に
親
し
み
、

構
造
改
革
や
組
織
風
土
改
革
の
定

着
や
促
進
の
基
礎
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
、
経
営
品
質
モ
デ
ル
局
・

区
を
定
め
、
経
営
品
質
の
向
上
の

取
組
を
進
め
て
い
る
。
平
成
1
5
年

度
に
、
保
土
ヶ
谷
区
を
皮
切
り
に

指
定
し
、
平
成
1
6
年
度
か
ら
港
北

区
、
港
湾
局
を
加
え
た
。

　
保
土
ヶ
谷
区
は
、
平
成
1
6
年
度

に
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
職
員
に
よ

る
セ
ル
フ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
業
務
改
善
に
つ
な
げ
た
。
ま
た

港
北
区
は
、
「
区
役
所
は
顧
客
で
あ

る
区
民
を
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

業
で
あ
る
。
」
と
宣
言
し
、
今
年

度
、
2
2
も
の
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
行
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
他
の
局
区

に
も
伝
わ
り
、
大
き
な
流
れ
と
な

っ
て
き
た
。
本
年
９
月
、
「
平
成

1
8
年
度
都
市
経
営
の
基
本
的
な
考

え
方
」
を
発
表
し
、
横
浜
型
経
営

シ
ス
テ
ム
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
「
経
営
品
質
の
普
及
」
を
位

置
づ
け
た
。
経
営
品
質
の
普
及
を

通
じ
て
、
改
革
・
改
善
が
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
日
常
業
務
の
ひ
と

つ
と
な
る
、
職
員
の
間
で
の
対
話

が
盛
ん
と
な
り
、
業
務
に
つ
い
て

の
気
づ
き
が
す
ぐ
に
改
善
に
結
び

つ
く
職
場
と
し
て
い
き
た
い
。

３
　
行
動
改
革
の
取
組

①
局
区
事
業
本
部
で
の
組
織
化
と

　
職
員
個
人
へ
働
き
か
け

　
組
織
風
土
を
変
え
る
た
め
に

は
、
改
革
に
向
け
た
取
組
（
火
種
）

を
育
て
、
周
り
に
広
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
局
区
事
業
本

部
に
「
改
革
推
進
委
員
会
」
を
設

け
、
改
革
推
進
の
母
体
と
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
改
革
に
前
向
き
な
職

員
の
連
携
を
図
り
、
い
ろ
い
ろ
な

所
で
火
種
が
起
こ
り
、
広
ま
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

(
1
)
局
区
改
革
推
進
委
員
会

　
全
局
区
事
業
本
部
で
、
局
区
事

業
本
部
長
を
長
と
す
る
「
改
革
推

進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。

委
員
に
は
公
募
メ
ン
バ
ー
が
含
ま

れ
る
。
委
員
会
で
は
、
窓
口
サ
ー

ビ
ス
向
上
な
ど
様
々
な
取
組
を
行

っ
て
い
る
。
平
成
1
7
年
４
月
、
実

質
的
な
改
革
の
推
進
役
と
し
て
、

各
局
区
の
副
局
区
長
に
改
革
推
進

担
当
部
長
の
兼
務
辞
令
が
発
令
さ

れ
、
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
改
革

推
進
担
当
部
長
が
集
ま
る
改
革
推

進
会
議
を
、
月
に
１
回
開
催
し
、

情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
。

(
2
)
改
革
パ
ー
ト
ナ
ー

　
改
革
推
進
委
員
会
が
進
め
る
改

革
を
実
施
し
、
職
場
で
率
先
し
て

改
革
を
広
め
る
職
員
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
改
革
に
前
向
き

な
職
員
を
「
改
革
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
平
成
1
6
年
７
月
よ
り
庁
内

公
募
し
て
い
る
。
平
成
1
7
年
９
月

末
現
在
、
約
７
６
０
名
の
職
員
が

参
加
。
パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
、
エ
ン

ジ
ン
ル
ー
ム
か
ら
週
１
回
、
改
革

に
役
立
つ
情
報
を
載
せ
た
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
「
パ
ー
ト
ナ
ー
通
信
」

を
送
る
と
と
も
に
、
講
師
を
招
い

た
勉
強
会
、
交
流
会
、
オ
フ
サ
イ

ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
昨
年
1
2
月
に
は
「
な
せ

ば
成
る
ツ
ア
ー
」
と
し
て
、
江
戸

時
代
、
米
沢
藩
で
改
革
を
推
進
し

た
上
杉
鷹
山
を
学
習
す
る
た
め
、

8
3
名
が
米
沢
市
を
訪
ね
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
参
加
者
を
中
心
に

「
火
種
の
会
」
が
つ
く
ら
れ
、
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
さ
ら

に
パ
ー
ト
ナ
ー
を
増
や
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ

り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
が
、
お
互
い

に
意
識
を
高
め
あ
い
、
自
発
的
な

活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
も
、
改
革
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士

の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

②
職
員
の
自
発
性
を
活
か
す
取
組

(
1
)
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

　
職
員
自
ら
テ
ー
マ
を
発
案
し
、

テ
ー
マ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
追
加

メ
ン
バ
ー
を
含
む
検
討
チ
ー
ム
で

議
論
し
、
最
終
的
な
提
案
を
行
う
。

優
れ
た
提
案
に
は
、
予
算
と
人
員
を

つ
け
事
業
化
す
る
制
度
。
い
わ
ば
、

庁
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
取
組
。
検
討

メ
ン
バ
ー
の
一
部
は
、
事
業
の
所

管
課
へ
異
動
し
、
自
ら
実
施
す
る
。

　
目
的
は
、
次
の
と
お
り
。

①
職
員
の
新
た
な
発
想
や
意
欲
に

　
よ
り
、
必
要
性
の
高
い
「
市
民

　
の
た
め
の
事
業
」
を
推
進
す
る
。

②
事
業
化
に
向
け
た
職
員
同
士
や

　
関
係
局
区
と
の
議
論
な
ど
を
通

　
じ
て
、
庁
内
に
お
け
る
施
策
議
論

　
の
活
性
化
を
図
り
、
職
員
の
意
識

　
や
組
織
の
改
革
に
つ
な
げ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
は
表
１
の

と
お
り
で
、
こ
の
中
か
ら
、
「
横

浜
ラ
イ
セ
ン
ス
市
民
活
動
推
奨
カ

ー
ド
事
業
」
「
知
的
障
害
者
雇
用
の

起
業
家
支
援
」
「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民

ま
ち
普
請
事
業
」
「
公
用
車
等
へ
の

ホ
イ
ー
ル
カ
バ
ー
広
告
」
な
ど
、
具

体
的
な
成
果
も
表
れ
て
き
て
い
る
。

(
2
)
局
区
横
断
課
題
解
決
案
作
成
チ

　
ー
ム
（
局
区
横
断
チ
ー
ム
）

　
局
区
横
断
課
題
解
決
案
作
成
チ

ー
ム
は
、
公
募
メ
ン
バ
ー
と
関
係

課
職
員
の
指
名
メ
ン
バ
ー
か
ら
な

る
チ
ー
ム
が
解
決
案
を
作
成
す
る

制
度
で
、
平
成
1
5
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
日
産
自
動
車
株
式
会

社
の
改
革
の
推
進
力
と
な
っ
た
ク
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ロ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

が
モ
デ
ル
。

　
都
市
経
営
戦
略
会
議
に
直
接
職

員
が
提
案
し
、
業
務
改
善
を
実
現

す
る
。

　
検
討
成
果
は
、
全
事
業
の
民
間

度
チ
ェ
ッ
ク
や
わ
か
り
や
す
い
申

請
書
様
式
へ
の
変
更
な
ど
、
改
善

の
取
組
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
は
表
２
の

と
お
り
で
あ
る
。

(
3
)
現
状
・
課
題

　
多
く
の
局
区
で
、
局
区
版
横
断

チ
ー
ム
が
つ
く
ら
れ
、
活
発
に
活

動
し
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
創
造

局
や
水
道
局
で
は
、
局
版
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
も
始
め

ら
れ
て
お
り
、
二
つ
の
制
度
の
精

神
が
全
庁
的
に
根
付
き
つ
つ
あ
る

の
は
大
き
な
成
果
で
あ
ろ
う
。
現

時
点
で
の
課
題
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

共
通

○
テ
ー
マ
や
メ
ン
バ
ー
の
応
募
が

　
減
っ
て
い
る
。
（
各
局
区
で
同

　
様
の
取
組
を
実
施
し
て
い
る
こ

　
と
が
主
な
要
因
。
）

○
新
た
な
業
務
と
な
る
こ
と
か
ら
、

　
事
業
化
す
る
所
管
の
決
定
に
多

　
く
の
調
整
を
要
す
る
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

○
組
織
、
予
算
、
人
事
等
が
、
必
ず

　
し
も
提
案
し
た
と
お
り
に
実
現

　
し
な
い
。
（
査
定
に
よ
り
縮
小

　
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
が
、
充
分
な

　
説
明
機
会
の
確
保
等
が
必
要
。
）

局
区
横
断
チ
ー
ム

○
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
選
定
（
有

　
効
な
成
果
を
出
す
た
め
に
は
、

　
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
テ
ー
マ

　
設
定
が
必
要
。
）

　
今
後
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
制

度
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

４
　
行
動
改
革
は
道
半
ば

　
庁
内
分
権
、
区
役
所
機
能
強
化
、

人
事
・
給
与
制
度
の
見
直
し
、
組
織

アントレプレナーシップ事業のテーマと現在の状況(平成17年９月末時点)表１

機
構
の
再
編
成
な
ど
、
構
造
改
革

を
進
め
て
き
た
。
職
員
の
積
極
的

な
発
案
と
速
や
か
な
実
施
が
組
織

に
根
付
き
始
め
、
改
善
事
例
は
着

実
に
増
え
て
き
て
い
る
。

　
改
革
を
自
ら
の
組
織
に
定
着
さ

せ
る
に
は
、
管
理
職
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
は
じ
め

に
組
織
の
上
の
人
間
が
変
わ
り
、

そ
の
姿
を
職
員
に
示
す
こ
と
。
変

え
よ
う
と
す
る
方
向
性
を
説
明

し
、
職
員
の
共
感
を
得
る
こ
と
。

職
員
の
意
欲
的
な
行
動
を
引
き
出

し
、
こ
れ
を
受
け
止
め
る
ス
ポ
ン

サ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。

　
市
役
所
は
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
あ

り
、
そ
の
顧
客
は
市
民
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
。
縦
割
り
組
織

を
前
提
と
し
た
合
議
シ
ス
テ
ム
か

ら
、
権
限
委
譲
に
よ
り
意
思
決
定

を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
。
職
員

の
意
識
や
行
動
を
、
「
言
い
出
し

っ
ぺ
は
損
を
す
る
」
か
ら
「
お
互

い
に
言
う
べ
き
こ
と
を
言
い
な
が

ら
協
力
す
る
」
こ
と
に
変
え
る
。

こ
れ
ら
が
、
「
お
役
所
仕
事
」
を
変

え
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

　
今
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
み

よ
う
。
こ
れ
が
、
市
民
の
満
足
や

職
員
の
意
欲
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

こ
れ
を
可
能
と
す
る
組
織
の
仕
組

み
に
変
え
、
職
員
の
意
識
が
変
わ

っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
更
な
る
改

革
を
実
践
す
る
。
こ
の
よ
う
な
好

循
環
を
組
織
に
定
着
さ
せ
、
行
動

改
革
の
成
果
と
し
て
い
き
た
い
。

〈
北
橋
正
敏
・
古
木
淳
＝
都
市
経
営

局
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
担
当
課
長
〉

表２　局区横断チームのテーマと現在の状況（平成17年９月末時点）
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